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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第115期
第３四半期
累計期間

第116期
第３四半期
累計期間

第115期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 10,849,977 7,034,424 13,989,265

経常利益又は経常損失(△) (千円) 451,256 △282,246 167,242

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 364,578 △374,443 147,209

持分法を適用した場合の
投資利益又は投資損失(△)

(千円) 434 △106 538

資本金 (千円) 2,215,000 2,215,000 2,215,000

発行済株式総数 (株) 28,000,000 28,000,000 28,000,000

純資産額 (千円) 8,920,525 8,281,996 8,709,691

総資産額 (千円) 17,782,202 16,850,708 17,412,143

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 13.04 △13.39 5.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 2.00

自己資本比率 (％) 50.2 49.1 50.0

　

回次
第115期

第３四半期会計期間
第116期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 0.23 △4.98

(注) １　売上高には、消費税は含まれていない。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第115期第３四半期累計期間、第116期第

３四半期累計期間及び第115期は、潜在株式が存在しないため記載していない。

３　当社は、四半期連結財務諸表を作成していないので連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は、記載していない。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はない。また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

なお、重要事象等は存在していない。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものである。

　
(1)経営成績の分析

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州経済不安の沈静化はあったものの、米国景気上昇が

本格化せず日中関係の悪化等により景気回復に力強さが見えない状況が続いた。又、年末の安倍政権誕生

により日本経済再生への期待感から株式や為替相場に漸く動きが出始めたが、先行きは依然不透明な状

況にある。

一方、わが国造船・海運業界は船腹過剰により、円安傾向にはあるが経営環境は改善する迄には至ら

ず、引き続き統合再編や提携など生き残りのための戦略が展開されている。

この様な状況下にあって、当社は受注・販売活動に全力を傾注した結果、当第３四半期累計期間の売上

高は、主力製品である舶用内燃機関が48億１百万円と前年同四半期と比べ△34億３千５百万円(△

41.7％)、修理・部品等は22億３千３百万円と前年同四半期と比べ△３億８千万円(△14.5％)、売上高の

総額は70億３千４百万円と前年同四半期と比べ△38億１千５百万円(△35.2％)それぞれ大幅な減収と

なった。

損益面でも、コスト削減にも関わらず、引き続き舶用内燃機関売上の大幅な減収と部品売上が伸び悩

み、営業損失は２億６千２百万円と前年同四半期と比べ△７億１千９百万円、経常損失は２億８千２百万

円と前年同四半期に比べ△７億３千３百万円、また当四半期純損失は３億７千４百万円と前年同四半期

と比べ△７億３千９百万円それぞれ大幅な減益となった。

　

(2)財政状態の分析

①資産

流動資産は、前事業年度末に比べ5.0％減少し、128億１千万円となった。これは、主として製品等たな

卸資産が10億４千７百万円増加したが、受取手形及び売掛金が18億５千５百万円減少したことなどに

よるものである。

EDINET提出書類

神戸発動機株式会社(E01474)

四半期報告書

 3/17



　

固定資産は、前事業年度末に比べ2.9％増加し、40億４千万円となった。これは、主としてその他(機械

及び装置)による増加である。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べ3.2％減少し、168億５千万円となった。

②負債

流動負債は、前事業年度末に比べ3.5％減少し、64億１千１百万円となった。これは、主として支払手

形及び買掛金が３億９千８百万円減少したことなどによるものである。

固定負債は、前事業年度末に比べ4.6％増加し、21億５千７百万円となった。これは主として長期借入

金が６千８百万円増加したことなどによるものである。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ1.5％減少し、85億６千８百万円となった。

③純資産

純資産合計は、前事業年度末に比べ4.9％減少し、82億８千１百万円となった。これは、主として利益

剰余金が４億３千万円減少したことなどによるものである。

　
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

該当事項なし。

　
(4)研究開発活動

該当事項なし。

　
(5)従業員数

当第３四半期累計期間において、従業員の著しい増減はない。

　
(6)生産、受注及び販売の実績

当社の事業は、舶用内燃機関及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、「生産、受注及び販

売の実績」については、事業区分別に記載している。

以下、金額は消費税抜きで記載している。

　

①生産実績

当第３四半期累計期間における生産実績を事業区分別に示すと、次のとおりである。

　

事業区分 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

舶用内燃機関 5,870,192 △21.2

修理・部品 2,233,232 △14.5

合計 8,103,424 △19.4

(注) 金額は、販売価格によっている。
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②受注実績

当第３四半期累計期間における受注実績を事業区分別に示すと、次のとおりである。

　

事業区分 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

舶用内燃機関 4,203,547 △21.5 8,818,739 △21.7

修理・部品 2,334,132 2.0 328,600 75.3

合計 6,537,679 △14.4 9,147,339 △20.1

　
③販売実績

当第３四半期累計期間における販売実績を事業区分別に示すと、次のとおりである。

　

事業区分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

舶用内燃機関 4,801,192 △41.7

修理・部品 2,233,232 △14.5

合計 7,034,424 △35.2

　

　（注）主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

㈱カナックス 3,819,890 35.2 1,891,244 26.9

三井物産㈱ 670,000 6.2 1,099,000 15.6

今治造船㈱ 1,647,500 15.2 1,020,000 14.5

三菱重工業㈱ 1,069,102 9.9 768,254 10.9

　

(7)主要な設備

当第３四半期累計期間の設備投資について、著しい変動があった設備は次のとおりである。　　　　　　　　　　

　

事業所名 設備の内容 投資総額(千円) 完了年月 目的

本社工場 工作機械 129,982平成24年11月 外注加工の内製化

本社工場 工作機械 208,188平成24年12月 作業効率化のための改修

(注)１　金額は消費税抜きで記載している。

    ２　資金調達方法はそれぞれ自己資金を充当している。  

　

(8)経営成績に重要な影響を与える要因について

当社を取り巻く事業環境は非常に競争が厳しく、主力製品である舶用内燃機関の受注・販売における

影響は大きく、鉄鋼等原材料価格や今後の海外情勢・景気の動向等、先行きの不透明感も払拭しきれない

状況となっている。

当社においては、原材料や購入部品等の大幅な価格変動は直接的に原価に反映され、業績及び財務状況

に重要な影響を及ぼす可能性がある。 
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(9)経営戦略の現状と見通し

当社としては、これらの状況を踏まえて当社が強固な経営基盤を構築するため、財務体質の改善と生産

性・品質の向上とともにコスト競争力の強化を図り、事業環境の変化に適応した収益の確保に努めてい

く所存である。

　

(10)資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社の現金及び現金同等物の当第３四半期会計期間末残高は、前事業年度末より１千９百万円減少し、

55億１千４百万円となった。このうち、主な減少要因は有形固定資産の取得等である。

また、現金及び現金同等物の四半期末残高は、運転資金及び設備資金として有効活用する予定である。

　

(11)経営者の問題認識と今後の方針について

当社の経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めて

いるが、当社を取り巻く事業環境は更に厳しさを増すことが予想される。

今後の方針については、生産能力強化にあわせた受注活動を積極的に行い、安定的な生産体制を確立し

ていくことが課題である。

更に、受注・販売体制の強化を図り、コスト削減への取り組みを強化し、徹底した品質管理やアフター

サービス体制の向上・強化に努めて行く所存である。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,000,00028,000,000
大阪証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株である。

計 28,000,00028,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 28,000,000 ― 2,215,000 ― 1,709,750

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしている。

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 35,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 27,903,000 27,903 ―

単元未満株式 普通株式 62,000 ― ―

発行済株式総数 28,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 27,903 ―

(注)　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が577株含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
神戸発動機株式会社

兵庫県明石市二見町南二見
１番地

35,000― 35,000 0.13

計 ― 35,000― 35,000 0.13

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成していない。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,534,541 5,514,658

受取手形及び売掛金 ※1
 5,039,947

※1
 3,184,176

製品 410,082 1,598,039

仕掛品 1,873,218 1,698,179

原材料及び貯蔵品 538,647 573,357

未収還付法人税等 － 123,830

その他 126,134 153,644

貸倒引当金 △37,700 △35,600

流動資産合計 13,484,872 12,810,286

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,280,064 2,196,485

その他（純額） 1,476,190 1,684,768

有形固定資産合計 3,756,254 3,881,254

無形固定資産 58,161 49,174

投資その他の資産

投資その他の資産 112,854 110,792

貸倒引当金 － △800

投資その他の資産合計 112,854 109,992

固定資産合計 3,927,271 4,040,421

資産合計 17,412,143 16,850,708

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 4,314,917

※1
 3,916,376

1年内返済予定の長期借入金 840,900 931,800

未払法人税等 148,229 －

前受金 291,768 496,950

受注損失引当金 350,000 350,000

その他の引当金 117,498 84,980

その他 577,153 631,127

流動負債合計 6,640,468 6,411,234

固定負債

長期借入金 1,622,800 1,691,000

退職給付引当金 203,339 241,304

その他の引当金 125,861 135,548

その他 109,983 89,624

固定負債合計 2,061,984 2,157,477

負債合計 8,702,452 8,568,711
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,215,000 2,215,000

資本剰余金 1,709,750 1,709,750

利益剰余金 4,765,839 4,335,466

自己株式 △6,560 △6,626

株主資本合計 8,684,028 8,253,590

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 25,662 28,405

評価・換算差額等合計 25,662 28,405

純資産合計 8,709,691 8,281,996

負債純資産合計 17,412,143 16,850,708
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 10,849,977 7,034,424

売上原価 9,568,007 6,552,865

売上総利益 1,281,969 481,558

販売費及び一般管理費 825,316 744,392

営業利益又は営業損失（△） 456,652 △262,834

営業外収益

受取利息及び配当金 2,043 2,242

受取家賃 8,499 5,842

技術指導料 － 8,903

雑収入 5,521 6,361

営業外収益合計 16,064 23,350

営業外費用

支払利息 13,169 12,314

支払手数料 5,269 27,243

雑損失 3,021 3,204

営業外費用合計 21,460 42,763

経常利益又は経常損失（△） 451,256 △282,246

特別利益

固定資産売却益 87 1,225

契約解約益 296,432 －

特別利益合計 296,519 1,225

特別損失

固定資産売却損 － 2,397

固定資産除却損 1,246 －

投資有価証券評価損 3,772 4,462

特別損失合計 5,018 6,860

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 742,757 △287,881

法人税、住民税及び事業税 332,000 3,535

法人税等調整額 46,179 83,026

法人税等合計 378,179 86,561

四半期純利益又は四半期純損失（△） 364,578 △374,443
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項なし。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以降に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更している。

なお、これによる当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微である。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項なし。

　

【追加情報】

該当事項なし。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれている。

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 583,937千円 239,239千円

支払手形 532,652 502,329

　 　 　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりである。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 356,960千円 297,921千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)
　

1　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 83,895 3平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期

　間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

３　株主資本の著しい変動

　　　株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はない。

　

　当第３四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　

1　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 55,929 2平成24年３月31日平成24年６月29日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期

　間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

３　株主資本の著しい変動

　　　株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はない。

　

（持分法損益等）

　

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 870千円 870千円

持分法を適用した場合の投資の金額 7,337 7,231

　

　
前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
 自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

持分法を適用した場合の投資利益又は投

資損失(△)の金額
434千円 △106千円

　

(企業結合等関係)

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　前第３四半期累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年12月31日）及び当第３四半期累計期　　

　　間（自 平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）

　　　当社の事業は、舶用内燃機関及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略

 　　している。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

13円04銭 △13.39円銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 364,578 △374,443

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(千円)

364,578 △374,443

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,964 27,964

　　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

(重要な後発事象)

 該当事項なし。

 

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月８日

神戸発動機株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    堀　　　　　裕　　三   印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  　笹　　山  　直　　孝   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神戸
発動機株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第116期事業年度の第３四半期会計期間(平

成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31
日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、神戸発動機株式会社の平成24年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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